
೔市市教育ҕһձ（以下、市教ҕ）࢛　
は、����೥݄̕、就学前から小学校、
中学校のؒظにおいて、໨指す΂き
子どもの࢟とその実ݱに向͚た取り
組みを̒つの柱に੔理した「৽教育
ϓϩグϥム」（図１）をࡦ定した。֤
Ԃ・֤学校ஈ֊の取り組みを༗ػ的
に݁ͼつ͚、そのܥ౷性をอ育者や
教һのؒでڞ༗することで、就学前
から中学校までの学ͼの一体Խを図
り、小学校では����೥౓、中学校で

は����೥౓に全໘実施された新学習
指導ཁྖを֤学校がண実に۩ݱԽで
きるようにすることがͶらいだった。
　新教育プログラムの柱の̍つめに
は、学校教育׆ಈ全体で言語能力の
育成を図る「読むɾ話すɾ఻͑るϓ
ϩグϥム」をܝげた。廣瀬Ḵ໵教育
長はそのഎܠを次のように語る。
　「『全国学力・学習状況調査』にお
͚る本市の状況は、算数・数学はຖ೥
比較的よい成績でしたが、国語は平
均正答率が小・中学校とも全国平均
を下回る೥が౓ʑありました。そこ
で、学習のج൫となる言語能力の育
成を̍つめの柱にਾえました」
　֤学校が言語能力の育成を推進で
きるようにするために۩体Խしたの
が、「読解力を育む『20の観点』」（以
下、��の؍఺。̥ɽ11図２）だ。そこ
では、「題໊やݟग़しとその໾ׂを理解
する」「論の進め方౳、ච者の意図を
考える」など、説明的จষのಡ解に
ඞཁな��の؍఺をઃ定して明จԽし、
ॏ఺的に育成する学೥を示した。指
導課のॏ内༱࢘෭参事は、��の؍఺
のಛ௃を次のように説明する。
　「教科ॻや生׆の中でよく໨にする

解説ॻなどは΄とΜどが説明的จষ
ですから、そのಡ解にඞཁな؍఺にಛ
Խしました。また、؍఺を示すことで、
国語以֎の教科でも言語能力の育成
を意識した授業づくりがしやすくな

ப１ 読むɾ話すɾ఻͑るϓϩグϥム

ப２
࿦ཧతな思ߟで
ಓےくっきりϓϩグϥム

ப̏
ӳޠでίϛϡニέーシϣン
ʂϓϩグϥムࢢ日࢛/*

ப̐
ӡ動େ޷きʂ
૸ɾ௓ɾ౤61ϓϩグϥム

ப̑
ເとࢤʂ　Αっ͔いͪ
ًく自分づくりϓϩグϥム

ப̒
なΒで͸のࢢ日࢛
஍Ҭݯࢿ活༻ϓϩグϥム

※四日市市教育委員会のఏڙ資ྉを基に編集部で作成。

「ಡղ力をҭΉ『��の؍఺』」Ͱҭ੒ํ਑をࣔ͠、
ϫーΫγート΍アセスメントͰ現৔を支援
教ҭҕ員ձࢢࢢ೔࢛ݝॏࡾ
จ෦Պֶলʮશྗֶࠃ・ֶशঢ়گௐࠪʯͷ݁ՌかΒɺޠࠃʹ՝୊Λ๊͍͑ͯͨࡾॏ࢛ݝ೔ࢢࢢɻ����೥౓ʹࡦఆͨ͠
ʮ৽ڭҭϓϩάϥϜʯͰ͸ɺ̍ ͭΊ ʮʹಡΉ・࿩ ・͢఻͑ΔϓϩάϥϜʯΛ͛ܝɺޠݴೳྗͷҭ੒ʹྗΛೖΕ͍ͯΔɻޠݴೳ
ྗΛମܥతʹҭΊΔΑ͏ ʮಡղྗΛҭΉh ��ͷ؍఺ ʯɦΛઃఆ͠ɺ֤؍఺ʹରԠͨ͠໰୊ͷϫʔΫγʔτ΋࡞੒ɻ֎෦ݕ
ఆͰ੒ՌΛՄࢹԽ͢Δͱͱ΋ʹɺڭՊֶྗͱޠݴೳྗͱͷؔ܎Λࣔ͠ɺޠݴೳྗҭ੒ͷॏཁੑΛֶݱߍ৔ʹ఻͍͑ͯΔɻ

2020 年度からスλートした市の૯合ܭըにおいて、̐ͭのকདྷ౎
市૾の１ͭ めに「子育て・教育҆心౎市」を͛ܝ、子育て・教育施
自らのະདྷをͭくるよっ、ͪ࣋をࢤをల։。学校教育では、「ເとࡦ
かいͪの子ども」の育成を໨指し、「৽教育プϩグϥϜ」を推進。

ਓޱ ໿�0ສ �
000人　　໘ੵ 20���2ὕ
数ߍ学ཱࢢ খ学校��校、中学校22校
ಐ生徒数ࣇ খ学校໿１ສ�
000人、中学校໿�
�00人
教員数 ໿1
�00人

ମ࣏ࣗ
֓ཁ

教ҭ௕

　੉Ḵ໵
ひΖͤ・ͨ ΍͘

立中学校校௕、四ެݝ重ࡾ
日市市委員会指ಋ՝௕、教
育؂౳をܦて、2021年８月
からݱ৬。

指導՝ ՝௕݉ࣄࢀ

૲઒ ੣
さ͕͘Θ・·͜ͱ

立খ学校校௕౳をެݝ重ࡾ
。৬ݱて、202�年度からܦ

指導՝指導ୈ̍܎
෭݉ࣄࢀ՝௕ิ܎݉ࠤ௕

ॏ಺༱࢘
͛͠͏ͪ・Α͏ ͡

立খ学校教員౳をެݝ重ࡾ
。৬ݱて、202�年度からܦ

指導՝指導ୈ̍܎ ՝෇ओװ

੨໦௚ֆ
あ͓͖・ͳ͓͑

ܦ立খ学校教員をެݝ重ࡾ
て、202�年度からݱ৬。

ʮ৽教ҭϓϩάϥϜʯ̒ ͭのபਤ̍

ྫࣄ �

આ໌తจষのಡղの؍఺を
੔ཧͯ͠ ମܥԽ
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り、教科ԣஅに言語能力を育Ήこと
ができると考えました」
　����೥౓からはຖ೥、小・中学校
֤̍校を実践推進校に指定。��の؍
఺を֤教科の授業でどのように׆༻
しているかを「授業づくりώンτˍ
ϙΠンτ」にまとめて֤学校に഑෍
し、ڞ༗している。
　����೥౓には、��の؍఺にରԠ
した問題のϫーΫシーτも࡞成した。
̖̐൑̍ຕにつき̑ʙ��分ؒで取り
組める問題ྔを、小学校中学೥༻は
��ຕ、高学೥༻は��ຕ、中学校༻は
��ຕを༻意。解答とηοτにして࡭
子にまとめ、ࣇಐ生ెに഑෍した。
　小学校༻は、国語の授業の࠷後や
ଳ学習での׆༻を૝定して࡞成。��
の؍఺の定ண౓を測れるよう、問題
は教科ॻのૉࡐจではなく、ࣇಐが
ॳݟと思Θれるものを༻いた。中学
校༻は、実践推進校と協ಇで̕教科
す΂てのϫーΫシーτを࡞成。指導
課の੨໦௚ֆ課෇ओװはその意ٛを
次のように説明する。
　「ྫえ͹、อ݈体育科ではӭ͗方の
アυόΠスをཁ໿する、Ոఉ科では
グラϑをಡみ取って݈߁によい৯習
成しま࡞を考えるといった問題を׳
した。生ెの学習༻としてだ͚でな
く、国語科以֎の教һにとっても言
語能力の育成、言語׆ಈのॆ実を意
識できたと思います」

　����೥౓からは、指導վળに໾ཱ
てるため、全市ཱ中学校の̏೥生を
ର৅に「L

㈬ ㈈ ㈫ ㇻ

iteras論理言語力ݕ定」（以
下、Literas）ˎを೥̍回実施している。
　����೥౓は、σーλが஝ੵされて
きたことからৄࡉな分析をߦった。ま
ͣ、Literasの正解数と「全国学力・学
習状況調査」の国語・数学・ӳ語の正

解数を分析すると、両者にはやや強い
相関があり、言語能力と国語・数学・
ӳ語の教科学力がີ઀に関࿈してい
ることが分かった（図̏）。さらに、
Literasの正解数と「全国学力・学習状
況調査」の国語・数学・ӳ語の正解数

をࢄ෍図にしたとこΖ、「Literasの正
解数はগなく、国語・数学・ӳ語の
正解数は多い」生ెは΄とΜどいな
かったが、「Literasの正解数は多く、
国語・数学・ӳ語の正答数はগない」
生ెは一定数存在（図�）。つまり、

ˎ ϕωοセコーϙϨーシϣϯがఏڙするݕ定の１ͭ。社会で活༂するために必要な力を「語ኮӡ༻力」「৘ใ理解力」「社会理解力」の̏ͭのྖҬで育成・�ଌ定する。

௿学年 த学年 学年ߴ

１年 ２年 ̏年 ̐年 ５年 ̒年

1 ओ語とड़語の関܎を理解する ˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

2 共通・૬ҧの関܎を理解する ˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

� ୊໊や見出しとその໾ׂを理解する ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

� 文章と資ྉ（ࣸਅやイϥスト౳）を合Θせて読める ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

1� 文章全ମのߏ成をଊえ、要ࢫを೺Ѳする（事実とײ૝、
意見などとの関܎）

˓ ˕ ˕

1� 文章と資ྉ（ਤ表やグϥϑ౳）の関܎やޮ果を理解する ˓ ˓ ˕ ˕

1� ࿦の進めํ౳、චऀの意ਤを考える ˓ ˓ ˕ ˕

20 文章のछྨやಛ௃を理解する（紹介、ఏҊ、推ન、Ҋ内、
解説౳）

˓ ˕ ˕

˕がͭいている学年は、その観点を重点తに育成する学年。そのଞの学年でも、実ଶに合Θせてܥ౷త・
。ଓతに指ಋする。্記の表のほかにਤもある。また、中学校༻もあるܧ

※四日市市教育委員会のఏڙ資ྉを基に編集部で作成。

全ࠃ学力ɾ学習ঢ়گௐࠪ　ਖ਼解数

ޠࠃ 数学 ӳޠ

Literas
ਖ਼解数

Literas全ମ 0��� 0��� 0���

語ኮӡ༻力 0��� 0��2 0���

৘ใ理解力 0��� 0��0 0���

社会理解力 0��� 0��� 0���

0��以্ɿ強い૬関
0��以্ɿ中ఔ度の૬関
0�2以্0��ະຬɿܰ度の૬関
0以下ɿෛの૬関

※四日市市教育委員会のఏڙ資ྉを基
に編集部で作成。

※四日市市教育委員会のఏڙ資ྉを基に編集部で作成。
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Literas のਖ਼解਺は多く、
国語・਺学・英語のਖ਼解਺はগない

ˠ一ఆ数ଘࡏする

ΦϨϯδのഁ
ઢ（　　）は、
ਖ਼解਺が൒
分のҐஔ

খ学ߍ用ʮಡղ力をҭΉh ��の؍఺ ʯɦʢൈਮʣਤ̎

-JUFSBTのਖ਼ղ਺ͱʮશࠃ学力ɾ学शঢ়گௐࠪʯのޠࠃ、਺学、ӳޠのਖ਼ղ਺ͱの૬ؔਤ̏

-JUFSBTのਖ਼ղ਺ͱʮશࠃ学力ɾ学शঢ়گௐࠪʯのޠࠃɾ਺学ɾӳޠのਖ਼ղ਺のࢄ෍ਤਤ̐

Literas のਖ਼解਺はগなく、
国語・਺学・英語のਖ਼解਺は多い

ˠ΄とΜどいない

学力ͱޠݴೳ力の૬ؔؔ܎を
アセスメントͰࣔす

国
語
・
数
学
・
英
語
の
正
解
数

Literasのਖ਼解਺
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Literasで測定しているコアの言語能
力は、教科学力を下支えしている力
であることが分かった。指導課の草
川誠参事は次のように説明する。
　「言語能力と教科学力には相関があ
ると推測していましたが、今回の分
析でそれが証明されました。先生方
には、言語能力を育成することは教
科学力の向上につながるため、より
自信を持って取り組みを推進してい
きましょうと伝えています」

　新教育プログラムの実施以降、「全

国学力・学習状況調査」の国語の平
均正答率は、全国平均を超えること
が多くなってきた。今後は実践推進
校の取り組みを市内全校に広めると
ともに、同プログラムの２つめの柱
「論理的な思考で道筋くっきりプログ
ラム」との両輪で言語能力・論理的思
考力の育成に力を入れていく考えだ。
「算数・数学は『全国学力・学習
状況調査』で小・中学校とも比較的
よい成績を上げており、算数・数学
で育まれる論理的思考力は本市の強
みです。言語と思考は不可分な関係
にあるため、問題解決的な学習の中
で、考えるための技法（思考スキル）
を意識した授業づくりを推進し、

論理的思考力と、言語能力との相乗
効果を図っていきたいと考えていま
す」（草川参事）
　また、子どもの成長の土台となる
意欲や向上心などの「自分を高める
力」、やり抜く力や自制心などの「自
分と向き合う力」、協調性やコミュニ
ケーション能力などの「他者とつな
がる力」など、非認知能力の育成に
もこれまで以上に力を入れていく。
　「就学前から中学校まで一体的に質
の高い教育を提供することで、子育
て世代の定住を促し東海地区の西の
中枢都市としての存在感を示すとと
もに、持続可能な都市づくりを支え
ていきたいと思います」（廣瀬教育長）

֤教Պʹ͓ る͚ಡղ力をఆٛ
　2021年度、市教委から読解力育成

の実践推進校の指定を受けた四日市市

立港中学校は、「全教科で読解力を育む」

という共通認識の下、取り組みを進め

ている。研修担当の久門あゆみ先生は、

次のように説明する。

　「読解力は、どの教科においても生徒

が学習内容を理解するために必要な資

質・能力です。社会に出てからも仕事

や生活の様々な場面で求められること

から、国語科以外でも読解力を意識し

た授業づくりをすることが重要だと、

教員間で意識を共有しました」

　まず教員間で話し合い、９教科それ

ぞれにおける読解力とは何かを20の

観点を踏まえて定義し、各教科はそれ

を踏まえた授業づくりを行っている。

また、９教科すべてで20の観点のい

ずれかに対応したワークシートを作成。

それらは、市教委が各学校に配布する

ワークシートの冊子に収録された。

　ほかにも、生徒が自分の関心がある

ことを伝え合う「みなトーク」を週１

回実施したり、朝読書では月１回、教

員が読み聞かせを行い、多分野の書籍

に触れられるようにしたりするなど、

活動に工夫を凝らしている（図５）。
　それらの成果は「全国学力・学習状

況調査」やLiterasの結果に表れている。

　「生徒には、難しい文章でも粘り強く

読む姿や、グループ活動で自分の考え

を分かりやすく伝えようとする姿が見

られています」（久門先生）　
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実ફྫࣄ
໰୊ղܾతͳ学शのதͰ、h スΩϧʣɦߟࢥるͨめのٕ๏ʢ͑ߟ
を意ࣝͨ͠ तͮۀ Γ͘をਪਐ
実ફਪਐߍ ߍத学ߓཱࢢࢢ೔࢛

取り組みの詳細をウェブ
サイトで紹介しています。
右記の２次元コードから
アクセスしてください。

म୲౰ݚ

໳͋ΏΈٱ
ひさかど・あゆみ

英語科。

˙学֓ߍཁ
生徒数 180人　学級数 ８学級　
教員数 29人

ಡղ力のҭ੒を໨指ͨ͠ 活ಈ（ྫ）ਤ̑

Ͳ΋の੒௕の౔୆ͱͳるࢠ
ඇೝ஌ೳ力のҭ੒΋ॏ఺Խ

◉全教科で、「読解力を育む『20の観点』」を意識した授業づくり（全学年）
◉自分が関心を持っていることなどを話すソーシャルスキルトレーニング「みなトーク」
を週１回実施（全学年）
◉「みなとタイム」（帰りの会前の10分間の帯学習）で、「Literas」のワークブックに取
り組む活動を週１〜２回実施（２年生）
◉帰りの会で、１日を振り返って「今日、私が思うこと」を自由に書き、翌日の学級通信
でその一部を共有（２年生）

※港中学校への取材を基に編集部で作成。
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特集 教員の指導意欲を高め、学力向上を実現するアセスメントデータの利活用支援




